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【みなさまからの情報をお待ちしております】　個人や団体などの国際交流活動、海外での異文化体験など
の情報等ありましたら、事務局までお知らせください。また、ご意見、ご感想などありましたら、併せてお寄せください。

<ボランティア募集>
公益財団法人大垣国際交流協会（ＯＩＥＡ）では、
ホームステイ、日本文化紹介、通訳・翻訳、日本語
指導、企画・運営などの各ボランティアを随時募集
しております。
<賛助会員募集>
ＯＩＥＡでは国際交流に関心のある方、又ＯＩＥＡの
設立趣旨や活動をご理解のうえ、支援していただけ
る賛助会員制度を設けています。個人会員と団体
（法人）会員があり、ご賛同いただける方を広く募集
しています。
年会費（1口）は、個人会員：3,000円、団体会員：
10,000円です。詳しくは、下記までお問い合わせく
ださい。
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イギリス
台湾
インド
カナダ
エジプト
ドミニカ共和国
ボリビア
コロンビア
ラオス
シンガポール
トルコ
アルゼンチン
オーストラリア
イタリア
モンゴル
ウクライナ

大垣市内在住外国人の国籍別人数表
総数：4,460人（9月号との比較 40人増）　
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モルドバ
フィンランド
ドイツ
イラン
アイルランド
メキシコ
オランダ
ニュージーランド
パラグアイ
ルーマニア
スウェーデン
南アフリカ共和国
無国籍
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平成２9年度　事業計画
【フレンドリーシティ派遣・受入事業】

　大垣市小・中学生研修派遣（中国・邯鄲市）（8月）
　大垣市中学生研修派遣（ベルギー・ナミュール市）（9月）
　大垣市高校生研修派遣（アメリカ・ビーバートン、ユージーン市）（10月）
　中国・邯鄲市学生訪問団受入（8月）
　ドイツ・シュツットガルト市学生訪問団受入（9月）　

【外国語基礎会話講座事業】
　英語基礎会話講座（10月）
　ポルトガル語基礎会話講座（10月）
　韓国語基礎会話講座（1月）
　中国語基礎会話講座（1月）

【海外事情紹介事業】
　海外研修派遣団員報告会（小中学生：11月、高校生：12月）
　多文化紹介講座（8月、1月）

【地域国際交流事業】
　子ども食文化体験教室（7月、9月、12月）
　国際交流フェスティバル 〈元気ハツラツ市〉（11月）

【国際交流ボランティア活動推進事業】
　日本語指導ボランティア講座（6月、9月、12月）
　ボランティアの集い（3月）

【民間国際交流助成事業】
　民間国際交流団体助成（随時）

【国際相互理解事業】
　事業記録写真等展示〈海外紹介、事業紹介〉（随時）
　機関誌「フレンドリー」発行（9月、3月）
　ホームページによる広報（http://www.i-oiea.jp）

【多文化共生事業】
　外国人市民の日本語学習支援
　・マンツーマン方式日本語学習支援（通年）
　・にほんごおしゃべりルーム（通年）
　・外国人市民のための日本語教室（5月、9月、10月、2月開講）
　・就学前外国人児童日本語等指導事業
　〈大垣市受託事業〉（12～3月）
　相談窓口開設
　・相談窓口開設＜ポルトガル語、中国語、英語＞（通年）
　・行政書士による行政手続き相談会（毎月第1日曜日）
　・ポルトガル語によるこころの相談（毎月第2日曜日）
　外国人市民のための日本文化講座（通年）
　外国人市民のための浴衣着付け体験（8月）
　外国人市民のためのお神輿体験（10月）
　ブラジル人子弟日本語学習支援事業
　・日本語指導者派遣（通年）
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記念すべき、第１回アメリカ合衆国オレゴン州・ビーバートン市とユージーン市へ、高校生
の研修派遣が実施され、派遣団員は、それぞれに、課題と目標を掲げて出発しました。
アメリカでの体験が、将来の自分の夢に向けて拓けることを願って編集しました。
前号に掲載できなかった、ドイツ・シュツットガルト市派遣とオーストラリア・グレンアイラ
市派遣を掲載しました。小学生・中学生の派遣団員の笑顔が美しく、貴重な体験ができ
たようです。国際交流は、大垣市の重要施策になっております。益々、若い人を交え、国際
交流の理解が深まることを願っています。

編集後記

平成28年度を振り返って

ベルギー・ナミュール市学生訪問団受入ベルギー・ナミュール市学生訪問団受入 就学前外国人児童日本語等指導事業就学前外国人児童日本語等指導事業

外国語基礎会話講座外国語基礎会話講座 国際交流フェスティバル国際交流フェスティバル

地域国際交流事業地域国際交流事業

にほんごおしゃべりルームにほんごおしゃべりルーム

多文化紹介講座多文化紹介講座

日本語教室日本語教室

オーストラリア・グレンアイラ市小・中学生研修派遣オーストラリア・グレンアイラ市小・中学生研修派遣

アメリカ・ビーバートン市、ユージーン市高校生研修派遣アメリカ・ビーバートン市、ユージーン市高校生研修派遣

外国人市民のための神輿体験外国人市民のための神輿体験

外国人市民のための浴衣着付け体験外国人市民のための浴衣着付け体験

日本語指導ボランティア講座日本語指導ボランティア講座

ボランティアの集いボランティアの集い

外国人市民の日本文化講座外国人市民の日本文化講座

マンツーマン方式日本語学習支援マンツーマン方式日本語学習支援ドイツ・シュツットガルト市中学生研修派遣ドイツ・シュツットガルト市中学生研修派遣



日 程 表

第1回大垣市高校生アメリカ合衆国  オレゴン州
ビーバートン市、ユージーン市研修派遣

第1回大垣市高校生アメリカ合衆国  オレゴン州
ビーバートン市、ユージーン市研修派遣
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【国際交流・国際理解事業】
≪フレンドリーシティ派遣事業≫
　ドイツ・シュツットガルト市中学生研修派遣
　（7/26 ～ 8/2（8日間））中学生8名、引率者3名

　オーストラリア・グレンアイラ市小・中学生研修派遣
　（8/17 ～ 8/24（8日間））小中学生9名、引率者3名

　アメリカ・ビーバートン市、ユージーン市高校生研修派遣
　（10/14 ～ 10/22（9日間））高校生10名、引率者3名

≪フレンドリーシティ受入事業≫
　ベルギー・ナミュール市学生訪問団受入
　（10/30 ～ 11/4（6日間））高校生12名、引率者1名

　中国・邯鄲市学生訪問団受入　中止

≪地域国際交流事業≫
　親子ふれあい異文化交流会【全7回】
　（6/19 ～ 12/18、毎月第3日曜日）　
　参加者：計278名

　国際交流フェスティバル（元気ハツラツ市）(11/6)
　ステージ発表（ブラジル武術）

≪国際交流ボランティア活動推進事業≫
　日本語指導ボランティア講座
　1期（8/19 ～ 10/21【全8回】）　受講者：32名
　2期（12/14 ～ 2/5【全7回】）　受講者：21名
　講師：大垣市まちづくり推進課職員
　　　　日本語学校教師
 
　ボランティアの集い（3/20）

　外国人市民の日本語学習支援
・マンツーマン方式日本語学習支援
　（毎日（休館日を除く））　
　学習者数：146名（2月末現在）　
　ボランティア数：102名（2月末現在）
・外国人市民のための日本語教室
　基礎コース【全15回】１期：5～8月、2期：10～1月、
　会話コース【全5回】1期：8～9月、2期：1～2月
　受講者：計89名
・にほんごおしゃべりルーム（毎週日曜日）
・就学前外国人児童日本語等指導事業
　<大垣市受託事業>（11～ 3月）　参加者：36名

　外国人市民のための相談窓口の設置
・相談窓口（ポルトガル語、中国語、英語）
・行政書士による行政手続き相談会（毎月第1日曜日）
・ポルトガル語によるこころの相談（毎月第2日曜日）

　外国人市民のための行事・講座
・外国人市民のための日本文化講座
　和服体験（年13回実施）　参加者：29名
　浴衣体験（7/24）　参加者：19名
　琴・書道体験（2/19）　参加者：20名

・外国人市民のための浴衣着付け体験（8/25、8/26）
　参加者：計60名

・神輿体験 in十万石ふる里まつり
　（10/9）　
　参加者：21名

　ブラジル人等子弟日本語学習支援事業
・日本語指導者講師派遣（学校法人ＨＩＲO学園への派遣）
　（毎週火・金曜日）

≪外国語基礎会話講座≫
　英語基礎会話講座（10/9 ～ 11/27【全8回】）
　講師：加藤 ミリアム氏（英会話講師）　受講者：17名

　フランス語基礎会話講座（10/19 ～ 12/14【全8回】）
　講師：西部 美里氏（フランス語通訳）　受講者：13名

　ドイツ語基礎会話講座（1/12 ～ 3/23【全8回】）
　講師：山田 善久氏（岐阜経済大学教授）　受講者：5名

　韓国語基礎会話講座（1/12 ～ 3/2【全8回】）
　講師：兪 瑞香氏（韓国語講師）　受講者：7名

≪民間国際交流助成事業≫
　助成事業：5団体5事業

≪海外事情紹介事業≫
　多文化紹介講座
・ブラジル、ベトナム、バングラデシュの紹介(8/27)参加者：22名
・アメリカ、ネパール、フィリピンの紹介(1/21)参加者：21名

　海外研修派遣団員報告会
・小中学生派遣（11/19）参加者：48名
・高校生派遣（12/17）参加者：29名

≪国際相互理解事業≫
　事業記録写真等の展示
　（スイトピアセンターフレンドリーフロアにて）
・海外紹介（海外事情紹介ボランティアによるパネル展示）
・協会事業紹介（事業パネル展示）

　広報事業
・機関誌「フレンドリー」発行（9月、3月）
・ウェブサイトによる広報：随時更新中

【多文化共生事業】
≪外国人市民支援事業≫

平成28年度を振り返って平成28年度を振り返って
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ジョージフォックス大学

コロンビア渓谷、マルトノマ滝では、僕が思っ
ていた以上に滝が大きく、迫力がありました。
また、上のほうへ上がると、さらに近くから滝を
眺めることができました。とても立派で、自然
の素晴らしさを感じました。マウントフッドに行
きました。とても高い山なので雪が積もってい
ました。久しぶりの雪に興奮ぎみの僕たちでし
たが、外に出ると、あまりにも寒かったのでみ
んなすぐに室内に戻りました。
オレゴンは本当に自然が豊かな地域で、自然
と街が共生して一体化しているといった印象
を受けました。オレゴン研修最終日にこのよう
な美しい自然をみることができてよかったと思
います。

箕浦　将也
（大垣北高校2年）豊田　萌

（大垣北高校2年）

キャンパスの中心にはジョージフォックス大学のシンボルと呼
ばれる大きな時計台があり、そのまわりでは、学生たちが友人
と会話していたり、待ち合わせをしていました。私たちの高校
にも大きな時計台があって、大垣北高校のシンボルともいわ
れているので共通点だと思いました。
実際に授業が行われている教室も見学させてもらいました。
そこでは、美術の授業が行われていました。実際に授業が始
まってみると、すべては理解できないものの、ところどころ理解
できることがありました。また、教授の一方的な授業ではなく、
学生もたまに発言したり質問したりしていて、高校訪問した時
のように積極的な雰囲気の授業でした。この経験は、将来留学
をはじめとする海外での生活を意識する大きなきっかけとなり
ました。

コロンビア渓谷、マルトノマ滝、マウントフッド

ビーバートン市 ユージーン市

10/14

10/15、10/16
10/17、10/18
10/19
10/20
10/21
10/22

子安　紗世
（大垣北高校2年）由井　香菜子

（大垣北高校2年）

▲警察署で手錠をかけられて… ▲オレゴン大学キャンパス

出発
ーー 日付変更線 ーー
到着後、ビーバートン市（市役所、警察署、NIKE本社）
その後ユージーン市へ移動
ホームステイプログラム
高校訪問（3校に分かれて訪問）
ジョージフォックス大学、ホームパーティー
コロンビア渓谷、マルトノマ滝、マウントフッド
オレゴン出発し、日本へ帰国
到着

▲デニー・ドイル市長（左から2人目）と記念撮影

市役所はとても明るい雰囲気で、デニー・ドイル市長
が温かく迎えてくださいました。市長は、ビーバート
ン市にはナイキ本社やIT関連企業が立地しているの
だと教えてくださり、後にナイキ本社の訪問を控え
た私たちは、さらに期待が高まりました。
次に、ビーバートン市警察を訪問しました。警察官の
ラムさんが、警察の装備やライフルを見せてくだ
さったり、施設内の案内をしてくださったりしました。
施設内では、実際に使われている留置場やオフィス
も見学することができました。さらに、ラムさんが私
たち全員に手錠をかけてしまい・・・なかなかできな
い貴重な経験でした。

▲ユージーン市役所

▲ビーバートン市役所にて

木が多くて、大きな川もあり、自然がとても豊かでした。街道
の両際に木が植えられており、10月に訪れたため、木が紅葉
していて落ち葉もおちていて景色がとてもきれいでした。
街やお店に行くと、みんな声をかけてくれ、自分が上手に聞き
取れなかったり、話せなかったりすると、ゆっくり話してくれて
「どこから来たの？」とか「何しに来たの？」と聞いてくれました。
本当にみんな親切で、気遣いをしてくれるとても良い街でした。
ユージーン市には大きくて立派なオレゴン大学があります。
多くのキャンパスがあり、緑も豊かで学習しやすそうな環境
でした。
私はホストマザーがオレゴン大学で教師をしていたので、大
学の授業を受けさせてもらうことができました。先生が生徒
に問いかける方式で、生徒は笑ったりしながら楽しそうに授業
を受けていました。

（10/14～10/22　高校生10名、引率者3名）
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大垣市多文化共生推進指針の策定について大垣市多文化共生推進指針の策定について

研修を終えて

ホームステイの思い出

山戸　丈明
（大垣北高校2年）

橋本　侑奈
（大垣北高校2年）

川瀬　咲来
（大垣北高校2年）

鷲見　拓哉
（大垣北高校2年） 総務　吉安 三恵

（国際交流協会職員）

総務　安藤 万莉英
（大垣北高校 教諭）

団長　石神 政幸
（大垣北高校 教頭）

【サウスユージーン高校】
私のホストシスターは保育系志望だったので、保育の授業
を受けました。普段は教室での授業で、週に2回、学校に隣
接している保育園での実習があるそうです。そこでは、まず
最初に学校の周りを散歩して、散歩が終わると保育園に戻
り、中にある遊具で遊びます。子どもたちは好奇心旺盛で、
散歩をしてもすぐにふらふらと歩いていってしまったり、喧
嘩をし始めたりと、監督の先生がいるわけでもないので、楽
しいばかりではなく大変な授業なのだと思いました。でも、
大変だけどここで頑張ることで、将来仕事に就いた時にここ
での経験を生かして仕事ができるから素敵だと思いました。

自分の思いを伝えることや、相手を理解することの難しさ・
重要性、それが出来たときの喜びや充実感など、９日間で
一人一人が言語の壁をどのようにして越えるかという課題
を模索し、自分の出来る最大限を尽くしました。感謝や喜び
を笑顔で伝えることなど、どれも完璧にできたわけではあ
りませんが、そのようなコミュニケーションを通して現地の
人とかけがえのない絆を結ぶことができました。この研修
を通して学んだ日本とアメリカの文化の違い、高まった言
語能力、海外に対しての意識、そして現地の人と結んだ絆
など、かけがえのない宝物をたくさんつくることができた
僕たちだからこそ、将来的には積極的な国際交流をしてい
きたいと強く感じています。この経験を必ずや自分達の糧
として、誇りとして、人生にわたって生かしていきたいです。

ホストファミリーと初めて会うまでは、不安の方が
勝っていたかもしれません。しかし、ウエルカムボード
を持って待っていてくれた家族をみると、緊張がほど
けていくのが自分でもわかりました。やさしい家族で
あることが一瞬でわかりました。まず、家族が連れて
いってくれたのはアメフトの試合でした。その会場には、ホストファミリーのマシュー君
がいました。彼はマーチングバンドに所属していて、試合のハーフタイムに演奏してい
ました。日本では高校の試合で演奏をするようなことは、私は直接見たことがないので
ここでアメリカとの文化の違いを実感しました。

ホームステイで、緊張はしないようにしていましたが、少し緊張
してうまくコミュニケーションをとることができませんでした。
でも丁寧に家のことについて教えてくれたり、家で一番快適な
ところを僕の寝室にしてくれたり、ホストファミリーの優しさを
大いに感じられてとてもうれしかったです。ホームステイのほと
んどが雨でしたが、ショッピングに行ったり高校のバスケの試合
に連れて行ってくれたりして室内でも十分楽しめました。また日
本の文化とアメリカの文化の違いを感じることができました。

将来、この10名の生徒たちが、大垣市の、あるいは
岐阜県の、日本のリーダーとなって、世界に羽ばた
き活躍してくれることを願っています。そのときが、
本当の意味での、この事業の成功であろうと思って
います。大垣市の未来と子どもたちの無限の可能
性に触れることができ、本当に楽しい研修でした。

オレゴンの人々との交流、大学や企業訪問、自然と
の触れ合いなど貴重な経験ができ、多くのことを感
じ学びました。生徒たちの交流の様子、そして物事
に対して積極的に挑戦しようとする様子を目の当た
りにして、これからの国際社会で生きていく彼らが、
当事業の目的である「将来国際的に活躍できるグ
ローバルリーダー」となってくれる
ことを確信しています。

今回の研修を通して、参加した生徒が得られたも
のは非常に大きかったと思います。帰国報告で生
徒が口々に、「これからに生かしたい」「これからの
生徒もこのような機会で成長してもらいたい」と
言っていたのを聞いて、今回の研修の成果の一片
を垣間見た気がしました。

2

高校訪問

木田　有紗
（大垣北高校2年）

木村　莉子
（大垣北高校2年）

▲日本語クラスの教室

▲プレスクール「きらきら教室」の開催

▲外国人市民向け防災訓練の開催

【ノースユージーン高校】
どの授業もとてもアクティブで生徒主体の授業ばかりで
した。生徒が居てこそ成り立つ授業だと感じました。日本
では、先生の話を一方的に聞くという授業が一般的なた
め、アメリカの授業がとても新鮮でした。また、どの生徒
も積極的で分からないところがあるとすぐに手を挙げ、
先生に質問していました。そして、どの生徒が当てられて
も、自分が分かったところまででも、自分の意見を怖気づ
くことなく堂々と発表していました。このことは、私も含
め多くの日本人が苦手とすることだと思うのですごいと
思ったし、同時に見習っていきたいと思いました。 【チャーチル高校】

2日目は1時間目から4時間目まで団員4人一緒に日
本語クラスで授業を受けました。私たちが主にしたこ
とは、大垣北高校についてのプレゼンをすることでし
た。事前に練習してきていたが、実際に授業でやって
みるとほとんど原稿どおりには進みませんでした。日
本語クラスの生徒と先生が私たちのプレゼンに興味
を持ってくれて、写真の細かい説明や学校の校則な
どについて次々と質問を投げかけてくれたからです。
予想もしていなかった状況に戸惑いつつも、私たち
の精一杯の英語で答えたら向こうの方たちもちゃん
と理解してくれて嬉しかったです。

▲学校生活についてのプレゼンをしました。

広々とした廊下と
生徒のロッカー。

　大垣市では、平成23年度に策定した「大垣市多文化共生推進計画」が平成28年度で最終年度を迎えるにあたり、平成29年度
から平成33年度までの5年間を期間として、外国人市民の状況変化に柔軟に対応しながら多文化共生施策の方向性を示す「大垣
市多文化共生推進指針」を策定しました。

　大垣市に暮らす外国人市民は平成20年度から減少傾向にありましたが、近年はほぼ横ばいの状態が続き、平成27年度以降増
加しています。
　内訳は、平成28年6月現在、ブラジル人（44.6％）、中国人（27.3％）、フィリピン人（8.0％）の順になっています。在留資格は
47.8％が永住者であり、その割合は増加しています。
　この指針の策定に際し、市民アンケートや学校・企業等へのインタビューを実施したところ、多文化共生社会を実現するために
は、外国人市民の日本語能力の不足や、日本人と外国人の相互理解の不足などが課題になっていることが明らかになりました。

　現在の課題を解決し多文化共生社会を実現するため、この指針で目指す大垣市の将来像と、基本目標ごとの施策体系を次の
とおり定めました。今後はこの施策体系に沿って事業を展開していきます。

１. 策定の経緯

２. 外国人市民の現状と課題

〈大垣市に暮らす外国人市民の国籍別内訳（各年度末現在、H28は6月末現在）〉

３. 基本理念と施策体系

基本理念 ： 互いに理解を深め、多様性を活かした多文化共生の地域社会
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中国

ブラジル

基本目標①　外国人市民の日本語能力向上

　　　施策　外国人市民の日本語学習の支援

　　　施策　外国人児童の学習支援

基本目標②　外国人市民に対する相談体制と情報提供の充実

　　　施策　多言語による相談体制及び多様な情報提供による外国人市民の支援

基本目標③　外国人市民と日本人市民の相互理解の向上

　　　施策　国際理解教育の推進と交流機会の提供

基本目標④　外国人市民の防災力向上

　　　施策　外国人市民の防災対策の推進
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第11回大垣市中学生ドイツ・シュツットガルト市研修派遣第11回大垣市中学生ドイツ・シュツットガルト市研修派遣

8

表敬訪問・市内見学

ケーニギン・シャルロッテ高校訪問

7/26
7/27　
7/28　
7/29
7/30
7/31

8/1
8/2

榎並　美月
（東中学校１年）

中村　伊吹
　（興文中学校２年）

永井　かのん
（北中学校２年）

旧宮殿や新宮殿などの立派な建物がありました。初めてみる景色は、絵
画のような風景でわくわくしました。宮殿の近くの広場の芝生で、みんな
が心地よさそうに寝転がってくつろいでいました。公園には立派な噴水
があり、勢いよく水が溢れています。
新しい建物の中に、古い建物があり、石畳の道路が多くありました。歴史
を感じる｢Theヨーロッパ｣というような、中世の雰囲気ただよう、きれい
な街並みでした。

ドイツへ出発　ホストファミリーと対面　
学校訪問、表敬訪問、ベンツ博物館　
ノイシュバンシュタイン城見学　
ヴィルヘルマ動物園、チョコレート工場、懇親会
ホームステイプログラム
ホストファミリーと
お別れし、フランクフルトへ
日本へ向けて出発
帰国　家族が待つ
大垣到着

▲市役所の方からお話を聞きました。

▲新宮殿前のシュロス広場▲電車に乗って市内見学へ

▲出発式で大垣市長に研修の決意を述べました。

学校に到着するやいなや驚いたことは、敷地が広いことと校
舎などの建物がカラフルだったことです。日本では、学校とい
うとだいたい同じような建て方や色使いですが、ドイツの学校
は学校ごとに特色があるのだろうなと感じるほどでした。
学校の中に入ると、初めにドイツの学生の皆さんと仲良くな
るためのゲームをしました。日本でもよく行うフルーツバス
ケットでした。Bione（ぶどう）、Banana（バナナ）、Apfel（りん
ご）、Erdbeere（いちご）の4種類のフルーツでグループを分
けて行いました。ドイツ語が難しく間違えましたが、とても楽し
くできました。これらのゲームを行うことで、ドイツの学生の皆
さんとぐっと距離を縮めることができました。

｢白鳥城｣とも呼ばれる城、ノイシュバンシュタイン
城に行きました。この城は有名なので、日本でも、写
真を何度か見たことがありました。しかし、自分の目
で実際に見たとき、写真からは伝わってこなかった
城の美しさと迫力に、言葉を失いました。
城に着き、オレンジ色の入り口から壁の内側に入る
と、外からは見ることのできない景色に感動しました。

▲お城の前で記念撮影

▲ ドイツの学生とフルーツバスケットで交流▲ ケーニギン・シャルロッテ高校

▲ホストファミリーと最後のお別れ（シュツットガルト空港にて）

私たちがドイツに来て２日目、シュツットガルトの市役所へ表敬
訪問に行きました。噂に聞いていた、ドアのない観覧車のよう
な、飛び乗るエレベーターがありました。私たちはそのエレ
ベーターにホストフレンドと一緒に乗りました。乗ろうとする間
にも動くので、ハラハラしました。でも、とても面白かったです。
市長さんたちのお話を聞いたり、DVDを見て、違う国籍の人や、
違う言語の人がたくさんいて、近代的でありながら、自然や建
物がきれいな街だと感じました。市役所はとても立派でした。

ノイシュバンシュタイン城 ドイツといえば、
ソーセージ。
おいしかったよ。

扉のないエレベーターに
ハラハラ、ドキドキ。

（7/26～8/2　中学生8名、引率者3名）

英語、美術など授業見学のほか、部活動の
体験では、なぎなたと剣道を楽しみました。

園児たちとゲームをして交流し、
給食も一緒にいただきました。

試合はとても興奮しました！

元気いっぱいの子供たちと
楽しく交流したよ。

お世話になった皆様、
ありがとうございました！
お世話になった皆様、
ありがとうございました！

大垣市立星和中学校訪問

平野学園キートスガーデン幼稚園訪問

平野学園清凌高等学校訪問

お別れ式 京都見学（金閣寺）

ホームステイプログラム ホストファミリーと対面

お互いの意見を述べて、
同世代交流ができました。

ホストファミリーと再会の約束をして
たくさんの思い出とともに帰国しました。

楽しい時間はあっという間でした。
また会いましょう！



47

大垣市表敬訪問（大垣市役所にて市長、議長と一緒に）

10/30

10/31

11/1

11/2

11/3

11/4

11/5

ようこそ大垣へ！　ホストファミリーと対面

大垣城、表敬訪問、日本文化体験（茶道、琴）、歓迎会

奥の細道むすびの地記念館、枡作り体験、星和中学校

平野学園訪問（キートスガーデン幼稚園、清凌高校）

ホームステイプログラム

ホストファミリーとお別れ、京都見学（清水寺、金閣寺）

帰国

日 程 表

第8回ベルギー・ナミュール市学生訪問団受入第8回ベルギー・ナミュール市学生訪問団受入
（10/30～11/5　高校生12名、引率者1名）

チョコレート作り体験

ホームステイの思い出

ヴィルヘルマ動物園

▲ホストファミリー、近所の人と記念撮影

ニホンザルなどたくさんの種類のサルがいました。その
サルたちは、親がいなかったり、親から虐待・育児放棄を
受けていたりしたサルたちで世界中から保護されヴィ
ルヘルマ動物園で飼育されています。
動物たちと触れ合えるところもありました。そこではヤ
ギと触れ合いました。思っていたより大きくて最初は少
し怖かったけど、慣れてくるとヤギの方も寄ってきてくれ
て、なかなか出来ない体験ができたと思います。

髙木　里桜
（江並中学校２年）

河原　智華
（西部中学校１年）

伊藤　大記
（星和中学校２年）

総務　吉安　三恵
（国際交流協会職員）

総務兼通訳
小窪　裕香

（東中学校教諭）

団長　山本　学
（東中学校校長）

河村　綾乃
（東中学校２年）

棚橋　美友
（星和中学校３年）

チョコレート作り体験をしました。温かいチョコレートを
固まらないように、スプーンを使って型に入れ、型を板に
軽く叩くようにして、空気を抜く作業がとても大変でし
た。完成したチョコレートは、自分一人で食べるだけでな
く、友達と交換したりして、いろんな味を味わうなどしま
した。オリジナルチョコレートを作ったことにより、みん
なで教え合ったり、チョコレートを交換して会話が増えた
り、いろんな味を楽しむことができました。

ホストフレンドはマーヤちゃんと言って、お母さんとお父
さんは、セルビア人です。それに8歳の妹サラちゃんがい
ました。ホームステイで一番心に残っているのは、マーヤ
ちゃんだけでなく、家族のみんなとコミュニケーションを
とったことです。お父さん、お母さん、サラちゃんは英語
が分からず、思うように会話ができなかったけど、辞書や
本などを通して、日本について教えたり、ドイツやセルビ
アについて教えてもらったりしました。また、日本に興味
があるようで、夜私がお辞儀をして「おやすみなさい」と
言うと、お父さんもお辞儀をして｢おやすみなさい｣と返
してくれました。両手をそろえてお辞儀をしてくれたのは
うれしかったです。５日間だったけど、私にはドイツに大切
な家族が出来ました。

ベンツ博物館、ノイシュバンシュタイン城、リッ
タースポーツチョコレート工場、多くの見学地域
を回るごとに、ドイツの歴史や国民性に共感を覚
える自分がいました。なによりもホストファミリー
と一緒に食事をするときの会話は、一番楽しみに
なりました。遠い国の人が最も近くに感じられた
ひとときを過ごすことができました。

最終日は、全員が涙、涙のお別れでしたが、それは
ホストファミリーと充実した日々を過ごし、ホスト
ファミリーが第2の家族になった証だと思いまし
た。団員たちが、お別れのときに誓った再会を胸
に、距離は遠いけれども心は近い国になったドイ
ツの家族とこれからもつながりを持ってくれるこ
とを願っています。

このドイツ研修を通して、国際理解や外国語を学
ぶことについて自分の考え方を深めることができ
ました。生徒による日本文化紹介で、｢一期一会｣
という四字熟語を毛筆で書き、意味を紹介した生
徒がいましたが、まさにその通りだと思いました。
このドイツでの体験をこの研修に参加していない
生徒にも伝え、広めていきたいと思います。

初日はお互いに緊張していましたが、徐々に打ち解
けていき、最後の夜には家族全員で何時間も話す
ようになっていました。私は、日本の学校、家族、大
垣のことなど、色々な話をしたのですが、ホストファ
ミリーのみなさんは、うれしそうにずっと耳を傾け
て聞いてくださいました。
クリスティーナとは、一緒に街をサイクリングしたり、
ピアノを弾いたりしました。また、同じ部屋で寝起き
していたため、毎日、沢山おしゃべりをしました。クリ
スティーナをはじめ、ホストファミリーと過ごした時
間は、一つ一つが今でもしっかりと記憶の中に残っ
ていて、私にとっては、大切な宝物になっています。

懇親会では、短い練習時間だけで成功できるか不安でした
が、それぞれが｢がんばるぞ｣という、強い思いで臨み、練
習の成果を出し切れました。そして、日本の素晴らしさを精
一杯伝えることができたのでドイツの方々に少しでも興味
を持って頂けたと思います。
はじめは、全員で「翼をください」の合唱をしました。僕は男
子パートで２人だけだったので、他と比べて声量が少なく、練
習では声が足りないことが課題でした。しかし、本番ではしっ
かり声を出し、たくさん拍手が貰えたので、ほっとしました。
紹介が終わったあと、ホストファザーに｢あなたの発表は素
晴らしかったです。｣と褒められて練習の成果とやりがいを
感じました。

合唱、茶道、書道、
折り紙など披露したよ。

山へハイキングに
行ったよ。

世界中から保護
されたサルたち。

みんなで交換して
食べたよ。

全員のホストファミリーとの懇親会

訪問団のみなさんからはベルギー・
ナミュール市の紹介がありました。

オラフ ・メフテンス団長へ記念品の贈呈

心がこもった所作に
感動しました。

水がきれいでおいしい！和菓子づくり

表敬訪問

大垣見学

歓迎会

協会ボランティアの皆さんをはじめ、大垣市民の
皆さんと交流しながら茶道や琴、和菓子、枡作り体
験を行いました。母国と異なる文化に触れ日本の
良さを学ぶことができた貴重な体験となりました。

「My枡」作りは慎重に、丁寧に

日本語で自己紹介をしました。
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第6回大垣市小・中学生オーストラリア・グレンアイラ市研修派遣第6回大垣市小・中学生オーストラリア・グレンアイラ市研修派遣

ホームステイ先の家族には、高校1年生の年の女の子が
いました。好きなものがお互い似ていたので、その話で
すごく盛り上がりました。また、日本の文化にとても興味
があり、日本の習慣で私が「いただきます」や「ごちそうさ
ま」などというと「その日本語の意味は何？」などと聞いて
一緒に言ったりしました。ホームステイを終えて、私は人
と会話をするときに人の目を見られなかったり、うまく話
せなかったりするけど、ホームステイで仲良くするために
は笑顔で目を見て話すことが大切だと学んだのでこれか
らは経験を生かしていきたいです。

事前研修

歓迎レセプション

コーフィールド小学校訪問

研修を終えて

8/17
8/18　
　
8/19
8/20
8/21、8/22
8/23

8/24

三輪　七星
（多良小学校６年）

松本　優羽
（江並中学校２年）

山崎　美弥
（北中学校３年）

英語と日本語のバイリンガル教育をしていることが分
かりました。たくさんの語学を学ぶことで、豊かな人間
性と思考力をもった子どもを育てることを重視してい
るそうです。５歳児（年長）のクラスではみんなでフォー
クダンスを踊りました。言葉の壁を越え、みんなで一緒
に踊るのはとても楽しいひと時でした。

オーストラリアへ出発（機内泊）　
到着、コーフィールド小学校訪問、
歓迎レセプション、ホストファミリーと対面
グレンアイラカレッジ訪問
メルボルン見学
ホームステイプログラム
ホストファミリーとお別れ
シドニー見学
帰国　家族が待つ大垣へ

▲日本語で書かれた掲示物が
　たくさんありました。

▲目標「一期一会～積極的に
学び高めあう～」に向かって
研修が始まりました。

▲出発式で大垣市長に研修の目標、決意を述べました。

いよいよ僕たちの本番がやってきました。練習の時、出
だしがそろわなかった時があったから不安でしたが、
しっかりとそろえることができました。そしてすべての
出し物が終わると、大きな拍手がわきあがって、本当に
うれしかったです。心を1つにすることは、集団で何か成
功させるために、最も大切なことなのだと、改めて思い
ました。全員で発表したあの10分間は今でも忘れられ
ません。

歓迎会では司会の人が、日本語をしゃべってくれたり、
みんなで日本の国歌を歌ってくれたりとても手厚く歓
迎してもらえました。次にホストファミリーのクラスの
授業を見学しました。まず、体育はリレーとバスケット
ボールでしたが、私たちはバスケットボールを一緒にや
らせてもらいました。この訪問でみんな優しく接してく
れたり、日本のことを知ろうとしてくれたりしたのでもう
一度行ってみたいと思うそんな学校でした。

▲歓迎会は全校生徒が集まりました。

▲リコーダー「オーラリー」「威風堂々」
合唱「believe」を披露しました。

▲ニール・ピリング市長から温かい
歓迎のお言葉をいただき、
ホストファミリーと対面しました。

▲グレンアイラ市役所内の日本庭園にて

▲不安がありながらも一番楽しみに
　していたホームステイ

▲カンガルーのステーキ
意外においしくて日本にも
あったらいいなと思いました。

▲大好きなホストファミリーと。休日はMikiと
一緒に買い物や映画を見て楽しみました。

▲「ユーレカタワー・スカイデッキ８８」
　展望台からの眺め。テニス全豪オープンが
　開かれる会場が見えました。 ▲メルボルンスターの大観覧車

第1回目の事前研修で私たち団員は初めて研修を共に
する仲間と顔を合わせました。２回目の研修では、目標決
めをし、そしてパフォーマンスはリコーダーとアカペラに
決まり、この日から練習が始まりました。最初は不安がた
くさんありましたが、事前研修を重ねていくうちに自信を
もてるようになり、出発の日を一つの心配もなく迎えるこ
とができました。

私は初めてのホームステイですごく不安でした。でも、ホ
ストファミリーは笑顔で迎えてくれたので安心しました。
休みの日には、動物園やメルボルン市内の美術館にいき
ました。動物園では、カンガルーやコアラにウォンバット
などオーストラリアにいる動物がたくさんいました。そし
てすぐ近くで見ることができました。帰る日の前には、
シャーロットから手紙をもらいました。オーストラリアの
人達は、いつも笑顔で優しい人達です。だから、学校でも
ホームステイ先でも自然と打ち解けることができたのだ
と思いました。

中里　友佳
（東中学校２年）

安田　翔星
（綾里小学校６年）

中尾　友紀
（南中学校１年）

総務　臼井　伶佳
 （協会職員）

総務兼通訳
河村　麻衣

 （西部中学校教諭）

団長　酒井　俊亘
（南小学校校長）

森川　鈴菜
（赤坂中学校１年）

思い出がたくさん ホームステイ

メルボルン見学

江原　煌子
（安井小学校６年）

一番印象に残ったところは「ユーレカタワー」という、メル
ボルンで一番高いビルです。メルボルン市内を地上約
300ｍから、360度ガラス張りで遠くまで見渡すことが
できました。上から見て、日本より高いビルや建築中のビ
ルが多いなぁと思いました。日本ではできないであろう
体験をたくさんしました。ユーレカタワー、メルボルンス
ターでの思い出と一緒にオーストラリアの良さを伝えて
いきたいです。

オーストラリアは様々な人種で構成された多民族国
家です。それぞれの文化や生活習慣の違いを認め、一
つの国の人間として共に生きています。まさに、共生
の国です。１つの価値、１つの見方のみに流されやす
い日本人が、グローバル社会で生きていくためには、
オーストラリア人のような自由な見方・考え方のでき
る「寛容さ・柔軟さ」を学ぶべきであると思いました。

私たちは、リコーダーと合唱による発表やホームステ
イの生活、対話を通して日本の文化・習慣を紹介しな
がら相互交流を深めてきました。また、オーストラリア
の広大な土地と歴史を体感し、交流を通じて、多様な
文化が共生していくための手掛かりを学び、人々の
結びつきを深めることができたこの研修は団員のみ
なさんにとっても、私自身にとってもかけがえのない
経験となりました 。

研修を通して、子どもたちは英語を学ぶことに加え、
人との繋がり、自分自身の成長、日本や大垣の文化の
伝承など、多くの面で成長したようでした。私自身も、
グレンアイラの方々のあたたかさに触れながら、貴重
な出会いをし、成長することができました。今後はこ
の研修で学んだことを生かし、団員一人ひとりが今後
の生活で生かしていけることを願っています。

ホームステイ1日目は、恥ずかしくて何を話せばいいか
わからなかったけど、ホストファミリーは笑顔でたくさ
ん話しかけてくれました。お土産を渡したらとても喜ん
でくれました。ホストファミリーからはぬいぐるみやフッ
トボールをもらいました。そしてそのフットボールで一
緒に遊んだことがとでも印象に残っています。このホー
ムステイで様々なオーストラリアの文化を知ることが
できてさらにもっといろいろな国のことを知ってみた
いと思いました。

グレンアイラカレッジ訪問

中西　美来
（日新小学校６年）

研修を通して、主に３つのことを学ぶことができました。１
つ目は、コミュニケーションです。最初は、戸惑ってしまい
ましたが、単語だけでも通じることが分かり、簡単な受け
答えだけはできるようになりました。２つ目は、世界観が広
がったことです。今まで見たことのない建造物、ビルがた
くさんあり、とても貴重な体験となりました。３つ目は、日
本文化の良さです。文化の違いや日本文化の良い点にあ
りがたさを感じました。研修を終えて、今まで大変視野の
狭い中で生きてきたことを痛感しました。もっといろいろ
な国へ出かけて、さらに違った景色を見たいと強く思いま
した。

見学した場所を確認
しながら乗車したよ。

自分たちで協力し
取り組みました。

フォークダンス、じゃんけん
ゲームをして交流したよ。

（8/17～8/24　小中学生9名、引率者3名）
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ホームステイ先の家族には、高校1年生の年の女の子が
いました。好きなものがお互い似ていたので、その話で
すごく盛り上がりました。また、日本の文化にとても興味
があり、日本の習慣で私が「いただきます」や「ごちそうさ
ま」などというと「その日本語の意味は何？」などと聞いて
一緒に言ったりしました。ホームステイを終えて、私は人
と会話をするときに人の目を見られなかったり、うまく話
せなかったりするけど、ホームステイで仲良くするために
は笑顔で目を見て話すことが大切だと学んだのでこれか
らは経験を生かしていきたいです。

事前研修

歓迎レセプション

コーフィールド小学校訪問

研修を終えて

8/17
8/18　
　
8/19
8/20
8/21、8/22
8/23

8/24

三輪　七星
（多良小学校６年）

松本　優羽
（江並中学校２年）

山崎　美弥
（北中学校３年）

英語と日本語のバイリンガル教育をしていることが分
かりました。たくさんの語学を学ぶことで、豊かな人間
性と思考力をもった子どもを育てることを重視してい
るそうです。５歳児（年長）のクラスではみんなでフォー
クダンスを踊りました。言葉の壁を越え、みんなで一緒
に踊るのはとても楽しいひと時でした。

オーストラリアへ出発（機内泊）　
到着、コーフィールド小学校訪問、
歓迎レセプション、ホストファミリーと対面
グレンアイラカレッジ訪問
メルボルン見学
ホームステイプログラム
ホストファミリーとお別れ
シドニー見学
帰国　家族が待つ大垣へ

▲日本語で書かれた掲示物が
　たくさんありました。

▲目標「一期一会～積極的に
学び高めあう～」に向かって
研修が始まりました。

▲出発式で大垣市長に研修の目標、決意を述べました。

いよいよ僕たちの本番がやってきました。練習の時、出
だしがそろわなかった時があったから不安でしたが、
しっかりとそろえることができました。そしてすべての
出し物が終わると、大きな拍手がわきあがって、本当に
うれしかったです。心を1つにすることは、集団で何か成
功させるために、最も大切なことなのだと、改めて思い
ました。全員で発表したあの10分間は今でも忘れられ
ません。

歓迎会では司会の人が、日本語をしゃべってくれたり、
みんなで日本の国歌を歌ってくれたりとても手厚く歓
迎してもらえました。次にホストファミリーのクラスの
授業を見学しました。まず、体育はリレーとバスケット
ボールでしたが、私たちはバスケットボールを一緒にや
らせてもらいました。この訪問でみんな優しく接してく
れたり、日本のことを知ろうとしてくれたりしたのでもう
一度行ってみたいと思うそんな学校でした。

▲歓迎会は全校生徒が集まりました。

▲リコーダー「オーラリー」「威風堂々」
合唱「believe」を披露しました。

▲ニール・ピリング市長から温かい
歓迎のお言葉をいただき、
ホストファミリーと対面しました。

▲グレンアイラ市役所内の日本庭園にて

▲不安がありながらも一番楽しみに
　していたホームステイ

▲カンガルーのステーキ
意外においしくて日本にも
あったらいいなと思いました。

▲大好きなホストファミリーと。休日はMikiと
一緒に買い物や映画を見て楽しみました。

▲「ユーレカタワー・スカイデッキ８８」
　展望台からの眺め。テニス全豪オープンが
　開かれる会場が見えました。 ▲メルボルンスターの大観覧車

第1回目の事前研修で私たち団員は初めて研修を共に
する仲間と顔を合わせました。２回目の研修では、目標決
めをし、そしてパフォーマンスはリコーダーとアカペラに
決まり、この日から練習が始まりました。最初は不安がた
くさんありましたが、事前研修を重ねていくうちに自信を
もてるようになり、出発の日を一つの心配もなく迎えるこ
とができました。

私は初めてのホームステイですごく不安でした。でも、ホ
ストファミリーは笑顔で迎えてくれたので安心しました。
休みの日には、動物園やメルボルン市内の美術館にいき
ました。動物園では、カンガルーやコアラにウォンバット
などオーストラリアにいる動物がたくさんいました。そし
てすぐ近くで見ることができました。帰る日の前には、
シャーロットから手紙をもらいました。オーストラリアの
人達は、いつも笑顔で優しい人達です。だから、学校でも
ホームステイ先でも自然と打ち解けることができたのだ
と思いました。

中里　友佳
（東中学校２年）

安田　翔星
（綾里小学校６年）

中尾　友紀
（南中学校１年）

総務　臼井　伶佳
 （協会職員）

総務兼通訳
河村　麻衣

 （西部中学校教諭）

団長　酒井　俊亘
（南小学校校長）

森川　鈴菜
（赤坂中学校１年）

思い出がたくさん ホームステイ

メルボルン見学

江原　煌子
（安井小学校６年）

一番印象に残ったところは「ユーレカタワー」という、メル
ボルンで一番高いビルです。メルボルン市内を地上約
300ｍから、360度ガラス張りで遠くまで見渡すことが
できました。上から見て、日本より高いビルや建築中のビ
ルが多いなぁと思いました。日本ではできないであろう
体験をたくさんしました。ユーレカタワー、メルボルンス
ターでの思い出と一緒にオーストラリアの良さを伝えて
いきたいです。

オーストラリアは様々な人種で構成された多民族国
家です。それぞれの文化や生活習慣の違いを認め、一
つの国の人間として共に生きています。まさに、共生
の国です。１つの価値、１つの見方のみに流されやす
い日本人が、グローバル社会で生きていくためには、
オーストラリア人のような自由な見方・考え方のでき
る「寛容さ・柔軟さ」を学ぶべきであると思いました。

私たちは、リコーダーと合唱による発表やホームステ
イの生活、対話を通して日本の文化・習慣を紹介しな
がら相互交流を深めてきました。また、オーストラリア
の広大な土地と歴史を体感し、交流を通じて、多様な
文化が共生していくための手掛かりを学び、人々の
結びつきを深めることができたこの研修は団員のみ
なさんにとっても、私自身にとってもかけがえのない
経験となりました 。

研修を通して、子どもたちは英語を学ぶことに加え、
人との繋がり、自分自身の成長、日本や大垣の文化の
伝承など、多くの面で成長したようでした。私自身も、
グレンアイラの方々のあたたかさに触れながら、貴重
な出会いをし、成長することができました。今後はこ
の研修で学んだことを生かし、団員一人ひとりが今後
の生活で生かしていけることを願っています。

ホームステイ1日目は、恥ずかしくて何を話せばいいか
わからなかったけど、ホストファミリーは笑顔でたくさ
ん話しかけてくれました。お土産を渡したらとても喜ん
でくれました。ホストファミリーからはぬいぐるみやフッ
トボールをもらいました。そしてそのフットボールで一
緒に遊んだことがとでも印象に残っています。このホー
ムステイで様々なオーストラリアの文化を知ることが
できてさらにもっといろいろな国のことを知ってみた
いと思いました。

グレンアイラカレッジ訪問

中西　美来
（日新小学校６年）

研修を通して、主に３つのことを学ぶことができました。１
つ目は、コミュニケーションです。最初は、戸惑ってしまい
ましたが、単語だけでも通じることが分かり、簡単な受け
答えだけはできるようになりました。２つ目は、世界観が広
がったことです。今まで見たことのない建造物、ビルがた
くさんあり、とても貴重な体験となりました。３つ目は、日
本文化の良さです。文化の違いや日本文化の良い点にあ
りがたさを感じました。研修を終えて、今まで大変視野の
狭い中で生きてきたことを痛感しました。もっといろいろ
な国へ出かけて、さらに違った景色を見たいと強く思いま
した。

見学した場所を確認
しながら乗車したよ。

自分たちで協力し
取り組みました。

フォークダンス、じゃんけん
ゲームをして交流したよ。

（8/17～8/24　小中学生9名、引率者3名）



47

大垣市表敬訪問（大垣市役所にて市長、議長と一緒に）

10/30

10/31

11/1

11/2

11/3

11/4

11/5

ようこそ大垣へ！　ホストファミリーと対面

大垣城、表敬訪問、日本文化体験（茶道、琴）、歓迎会

奥の細道むすびの地記念館、枡作り体験、星和中学校

平野学園訪問（キートスガーデン幼稚園、清凌高校）

ホームステイプログラム

ホストファミリーとお別れ、京都見学（清水寺、金閣寺）

帰国

日 程 表

第8回ベルギー・ナミュール市学生訪問団受入第8回ベルギー・ナミュール市学生訪問団受入
（10/30～11/5　高校生12名、引率者1名）

チョコレート作り体験

ホームステイの思い出

ヴィルヘルマ動物園

▲ホストファミリー、近所の人と記念撮影

ニホンザルなどたくさんの種類のサルがいました。その
サルたちは、親がいなかったり、親から虐待・育児放棄を
受けていたりしたサルたちで世界中から保護されヴィ
ルヘルマ動物園で飼育されています。
動物たちと触れ合えるところもありました。そこではヤ
ギと触れ合いました。思っていたより大きくて最初は少
し怖かったけど、慣れてくるとヤギの方も寄ってきてくれ
て、なかなか出来ない体験ができたと思います。

髙木　里桜
（江並中学校２年）

河原　智華
（西部中学校１年）

伊藤　大記
（星和中学校２年）

総務　吉安　三恵
（国際交流協会職員）

総務兼通訳
小窪　裕香

（東中学校教諭）

団長　山本　学
（東中学校校長）

河村　綾乃
（東中学校２年）

棚橋　美友
（星和中学校３年）

チョコレート作り体験をしました。温かいチョコレートを
固まらないように、スプーンを使って型に入れ、型を板に
軽く叩くようにして、空気を抜く作業がとても大変でし
た。完成したチョコレートは、自分一人で食べるだけでな
く、友達と交換したりして、いろんな味を味わうなどしま
した。オリジナルチョコレートを作ったことにより、みん
なで教え合ったり、チョコレートを交換して会話が増えた
り、いろんな味を楽しむことができました。

ホストフレンドはマーヤちゃんと言って、お母さんとお父
さんは、セルビア人です。それに8歳の妹サラちゃんがい
ました。ホームステイで一番心に残っているのは、マーヤ
ちゃんだけでなく、家族のみんなとコミュニケーションを
とったことです。お父さん、お母さん、サラちゃんは英語
が分からず、思うように会話ができなかったけど、辞書や
本などを通して、日本について教えたり、ドイツやセルビ
アについて教えてもらったりしました。また、日本に興味
があるようで、夜私がお辞儀をして「おやすみなさい」と
言うと、お父さんもお辞儀をして｢おやすみなさい｣と返
してくれました。両手をそろえてお辞儀をしてくれたのは
うれしかったです。５日間だったけど、私にはドイツに大切
な家族が出来ました。

ベンツ博物館、ノイシュバンシュタイン城、リッ
タースポーツチョコレート工場、多くの見学地域
を回るごとに、ドイツの歴史や国民性に共感を覚
える自分がいました。なによりもホストファミリー
と一緒に食事をするときの会話は、一番楽しみに
なりました。遠い国の人が最も近くに感じられた
ひとときを過ごすことができました。

最終日は、全員が涙、涙のお別れでしたが、それは
ホストファミリーと充実した日々を過ごし、ホスト
ファミリーが第2の家族になった証だと思いまし
た。団員たちが、お別れのときに誓った再会を胸
に、距離は遠いけれども心は近い国になったドイ
ツの家族とこれからもつながりを持ってくれるこ
とを願っています。

このドイツ研修を通して、国際理解や外国語を学
ぶことについて自分の考え方を深めることができ
ました。生徒による日本文化紹介で、｢一期一会｣
という四字熟語を毛筆で書き、意味を紹介した生
徒がいましたが、まさにその通りだと思いました。
このドイツでの体験をこの研修に参加していない
生徒にも伝え、広めていきたいと思います。

初日はお互いに緊張していましたが、徐々に打ち解
けていき、最後の夜には家族全員で何時間も話す
ようになっていました。私は、日本の学校、家族、大
垣のことなど、色々な話をしたのですが、ホストファ
ミリーのみなさんは、うれしそうにずっと耳を傾け
て聞いてくださいました。
クリスティーナとは、一緒に街をサイクリングしたり、
ピアノを弾いたりしました。また、同じ部屋で寝起き
していたため、毎日、沢山おしゃべりをしました。クリ
スティーナをはじめ、ホストファミリーと過ごした時
間は、一つ一つが今でもしっかりと記憶の中に残っ
ていて、私にとっては、大切な宝物になっています。

懇親会では、短い練習時間だけで成功できるか不安でした
が、それぞれが｢がんばるぞ｣という、強い思いで臨み、練
習の成果を出し切れました。そして、日本の素晴らしさを精
一杯伝えることができたのでドイツの方々に少しでも興味
を持って頂けたと思います。
はじめは、全員で「翼をください」の合唱をしました。僕は男
子パートで２人だけだったので、他と比べて声量が少なく、練
習では声が足りないことが課題でした。しかし、本番ではしっ
かり声を出し、たくさん拍手が貰えたので、ほっとしました。
紹介が終わったあと、ホストファザーに｢あなたの発表は素
晴らしかったです。｣と褒められて練習の成果とやりがいを
感じました。

合唱、茶道、書道、
折り紙など披露したよ。

山へハイキングに
行ったよ。

世界中から保護
されたサルたち。

みんなで交換して
食べたよ。

全員のホストファミリーとの懇親会

訪問団のみなさんからはベルギー・
ナミュール市の紹介がありました。

オラフ ・メフテンス団長へ記念品の贈呈

心がこもった所作に
感動しました。

水がきれいでおいしい！和菓子づくり

表敬訪問

大垣見学

歓迎会

協会ボランティアの皆さんをはじめ、大垣市民の
皆さんと交流しながら茶道や琴、和菓子、枡作り体
験を行いました。母国と異なる文化に触れ日本の
良さを学ぶことができた貴重な体験となりました。

「My枡」作りは慎重に、丁寧に

日本語で自己紹介をしました。
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第11回大垣市中学生ドイツ・シュツットガルト市研修派遣第11回大垣市中学生ドイツ・シュツットガルト市研修派遣
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表敬訪問・市内見学

ケーニギン・シャルロッテ高校訪問

7/26
7/27　
7/28　
7/29
7/30
7/31

8/1
8/2

榎並　美月
（東中学校１年）

中村　伊吹
　（興文中学校２年）

永井　かのん
（北中学校２年）

旧宮殿や新宮殿などの立派な建物がありました。初めてみる景色は、絵
画のような風景でわくわくしました。宮殿の近くの広場の芝生で、みんな
が心地よさそうに寝転がってくつろいでいました。公園には立派な噴水
があり、勢いよく水が溢れています。
新しい建物の中に、古い建物があり、石畳の道路が多くありました。歴史
を感じる｢Theヨーロッパ｣というような、中世の雰囲気ただよう、きれい
な街並みでした。

ドイツへ出発　ホストファミリーと対面　
学校訪問、表敬訪問、ベンツ博物館　
ノイシュバンシュタイン城見学　
ヴィルヘルマ動物園、チョコレート工場、懇親会
ホームステイプログラム
ホストファミリーと
お別れし、フランクフルトへ
日本へ向けて出発
帰国　家族が待つ
大垣到着

▲市役所の方からお話を聞きました。

▲新宮殿前のシュロス広場▲電車に乗って市内見学へ

▲出発式で大垣市長に研修の決意を述べました。

学校に到着するやいなや驚いたことは、敷地が広いことと校
舎などの建物がカラフルだったことです。日本では、学校とい
うとだいたい同じような建て方や色使いですが、ドイツの学校
は学校ごとに特色があるのだろうなと感じるほどでした。
学校の中に入ると、初めにドイツの学生の皆さんと仲良くな
るためのゲームをしました。日本でもよく行うフルーツバス
ケットでした。Bione（ぶどう）、Banana（バナナ）、Apfel（りん
ご）、Erdbeere（いちご）の4種類のフルーツでグループを分
けて行いました。ドイツ語が難しく間違えましたが、とても楽し
くできました。これらのゲームを行うことで、ドイツの学生の皆
さんとぐっと距離を縮めることができました。

｢白鳥城｣とも呼ばれる城、ノイシュバンシュタイン
城に行きました。この城は有名なので、日本でも、写
真を何度か見たことがありました。しかし、自分の目
で実際に見たとき、写真からは伝わってこなかった
城の美しさと迫力に、言葉を失いました。
城に着き、オレンジ色の入り口から壁の内側に入る
と、外からは見ることのできない景色に感動しました。

▲お城の前で記念撮影

▲ ドイツの学生とフルーツバスケットで交流▲ ケーニギン・シャルロッテ高校

▲ホストファミリーと最後のお別れ（シュツットガルト空港にて）

私たちがドイツに来て２日目、シュツットガルトの市役所へ表敬
訪問に行きました。噂に聞いていた、ドアのない観覧車のよう
な、飛び乗るエレベーターがありました。私たちはそのエレ
ベーターにホストフレンドと一緒に乗りました。乗ろうとする間
にも動くので、ハラハラしました。でも、とても面白かったです。
市長さんたちのお話を聞いたり、DVDを見て、違う国籍の人や、
違う言語の人がたくさんいて、近代的でありながら、自然や建
物がきれいな街だと感じました。市役所はとても立派でした。

ノイシュバンシュタイン城 ドイツといえば、
ソーセージ。
おいしかったよ。

扉のないエレベーターに
ハラハラ、ドキドキ。

（7/26～8/2　中学生8名、引率者3名）

英語、美術など授業見学のほか、部活動の
体験では、なぎなたと剣道を楽しみました。

園児たちとゲームをして交流し、
給食も一緒にいただきました。

試合はとても興奮しました！

元気いっぱいの子供たちと
楽しく交流したよ。

お世話になった皆様、
ありがとうございました！
お世話になった皆様、
ありがとうございました！

大垣市立星和中学校訪問

平野学園キートスガーデン幼稚園訪問

平野学園清凌高等学校訪問

お別れ式 京都見学（金閣寺）

ホームステイプログラム ホストファミリーと対面

お互いの意見を述べて、
同世代交流ができました。

ホストファミリーと再会の約束をして
たくさんの思い出とともに帰国しました。

楽しい時間はあっという間でした。
また会いましょう！
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大垣市多文化共生推進指針の策定について大垣市多文化共生推進指針の策定について

研修を終えて

ホームステイの思い出

山戸　丈明
（大垣北高校2年）

橋本　侑奈
（大垣北高校2年）

川瀬　咲来
（大垣北高校2年）

鷲見　拓哉
（大垣北高校2年） 総務　吉安 三恵

（国際交流協会職員）

総務　安藤 万莉英
（大垣北高校 教諭）

団長　石神 政幸
（大垣北高校 教頭）

【サウスユージーン高校】
私のホストシスターは保育系志望だったので、保育の授業
を受けました。普段は教室での授業で、週に2回、学校に隣
接している保育園での実習があるそうです。そこでは、まず
最初に学校の周りを散歩して、散歩が終わると保育園に戻
り、中にある遊具で遊びます。子どもたちは好奇心旺盛で、
散歩をしてもすぐにふらふらと歩いていってしまったり、喧
嘩をし始めたりと、監督の先生がいるわけでもないので、楽
しいばかりではなく大変な授業なのだと思いました。でも、
大変だけどここで頑張ることで、将来仕事に就いた時にここ
での経験を生かして仕事ができるから素敵だと思いました。

自分の思いを伝えることや、相手を理解することの難しさ・
重要性、それが出来たときの喜びや充実感など、９日間で
一人一人が言語の壁をどのようにして越えるかという課題
を模索し、自分の出来る最大限を尽くしました。感謝や喜び
を笑顔で伝えることなど、どれも完璧にできたわけではあ
りませんが、そのようなコミュニケーションを通して現地の
人とかけがえのない絆を結ぶことができました。この研修
を通して学んだ日本とアメリカの文化の違い、高まった言
語能力、海外に対しての意識、そして現地の人と結んだ絆
など、かけがえのない宝物をたくさんつくることができた
僕たちだからこそ、将来的には積極的な国際交流をしてい
きたいと強く感じています。この経験を必ずや自分達の糧
として、誇りとして、人生にわたって生かしていきたいです。

ホストファミリーと初めて会うまでは、不安の方が
勝っていたかもしれません。しかし、ウエルカムボード
を持って待っていてくれた家族をみると、緊張がほど
けていくのが自分でもわかりました。やさしい家族で
あることが一瞬でわかりました。まず、家族が連れて
いってくれたのはアメフトの試合でした。その会場には、ホストファミリーのマシュー君
がいました。彼はマーチングバンドに所属していて、試合のハーフタイムに演奏してい
ました。日本では高校の試合で演奏をするようなことは、私は直接見たことがないので
ここでアメリカとの文化の違いを実感しました。

ホームステイで、緊張はしないようにしていましたが、少し緊張
してうまくコミュニケーションをとることができませんでした。
でも丁寧に家のことについて教えてくれたり、家で一番快適な
ところを僕の寝室にしてくれたり、ホストファミリーの優しさを
大いに感じられてとてもうれしかったです。ホームステイのほと
んどが雨でしたが、ショッピングに行ったり高校のバスケの試合
に連れて行ってくれたりして室内でも十分楽しめました。また日
本の文化とアメリカの文化の違いを感じることができました。

将来、この10名の生徒たちが、大垣市の、あるいは
岐阜県の、日本のリーダーとなって、世界に羽ばた
き活躍してくれることを願っています。そのときが、
本当の意味での、この事業の成功であろうと思って
います。大垣市の未来と子どもたちの無限の可能
性に触れることができ、本当に楽しい研修でした。

オレゴンの人々との交流、大学や企業訪問、自然と
の触れ合いなど貴重な経験ができ、多くのことを感
じ学びました。生徒たちの交流の様子、そして物事
に対して積極的に挑戦しようとする様子を目の当た
りにして、これからの国際社会で生きていく彼らが、
当事業の目的である「将来国際的に活躍できるグ
ローバルリーダー」となってくれる
ことを確信しています。

今回の研修を通して、参加した生徒が得られたも
のは非常に大きかったと思います。帰国報告で生
徒が口々に、「これからに生かしたい」「これからの
生徒もこのような機会で成長してもらいたい」と
言っていたのを聞いて、今回の研修の成果の一片
を垣間見た気がしました。

2

高校訪問

木田　有紗
（大垣北高校2年）

木村　莉子
（大垣北高校2年）

▲日本語クラスの教室

▲プレスクール「きらきら教室」の開催

▲外国人市民向け防災訓練の開催

【ノースユージーン高校】
どの授業もとてもアクティブで生徒主体の授業ばかりで
した。生徒が居てこそ成り立つ授業だと感じました。日本
では、先生の話を一方的に聞くという授業が一般的なた
め、アメリカの授業がとても新鮮でした。また、どの生徒
も積極的で分からないところがあるとすぐに手を挙げ、
先生に質問していました。そして、どの生徒が当てられて
も、自分が分かったところまででも、自分の意見を怖気づ
くことなく堂々と発表していました。このことは、私も含
め多くの日本人が苦手とすることだと思うのですごいと
思ったし、同時に見習っていきたいと思いました。 【チャーチル高校】

2日目は1時間目から4時間目まで団員4人一緒に日
本語クラスで授業を受けました。私たちが主にしたこ
とは、大垣北高校についてのプレゼンをすることでし
た。事前に練習してきていたが、実際に授業でやって
みるとほとんど原稿どおりには進みませんでした。日
本語クラスの生徒と先生が私たちのプレゼンに興味
を持ってくれて、写真の細かい説明や学校の校則な
どについて次々と質問を投げかけてくれたからです。
予想もしていなかった状況に戸惑いつつも、私たち
の精一杯の英語で答えたら向こうの方たちもちゃん
と理解してくれて嬉しかったです。

▲学校生活についてのプレゼンをしました。

広々とした廊下と
生徒のロッカー。

　大垣市では、平成23年度に策定した「大垣市多文化共生推進計画」が平成28年度で最終年度を迎えるにあたり、平成29年度
から平成33年度までの5年間を期間として、外国人市民の状況変化に柔軟に対応しながら多文化共生施策の方向性を示す「大垣
市多文化共生推進指針」を策定しました。

　大垣市に暮らす外国人市民は平成20年度から減少傾向にありましたが、近年はほぼ横ばいの状態が続き、平成27年度以降増
加しています。
　内訳は、平成28年6月現在、ブラジル人（44.6％）、中国人（27.3％）、フィリピン人（8.0％）の順になっています。在留資格は
47.8％が永住者であり、その割合は増加しています。
　この指針の策定に際し、市民アンケートや学校・企業等へのインタビューを実施したところ、多文化共生社会を実現するために
は、外国人市民の日本語能力の不足や、日本人と外国人の相互理解の不足などが課題になっていることが明らかになりました。

　現在の課題を解決し多文化共生社会を実現するため、この指針で目指す大垣市の将来像と、基本目標ごとの施策体系を次の
とおり定めました。今後はこの施策体系に沿って事業を展開していきます。

１. 策定の経緯

２. 外国人市民の現状と課題

〈大垣市に暮らす外国人市民の国籍別内訳（各年度末現在、H28は6月末現在）〉

３. 基本理念と施策体系

基本理念 ： 互いに理解を深め、多様性を活かした多文化共生の地域社会
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ベトナム

ペルー

韓国・朝鮮

フィリピン

中国

ブラジル

基本目標①　外国人市民の日本語能力向上

　　　施策　外国人市民の日本語学習の支援

　　　施策　外国人児童の学習支援

基本目標②　外国人市民に対する相談体制と情報提供の充実

　　　施策　多言語による相談体制及び多様な情報提供による外国人市民の支援

基本目標③　外国人市民と日本人市民の相互理解の向上

　　　施策　国際理解教育の推進と交流機会の提供

基本目標④　外国人市民の防災力向上

　　　施策　外国人市民の防災対策の推進
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【国際交流・国際理解事業】
≪フレンドリーシティ派遣事業≫
　ドイツ・シュツットガルト市中学生研修派遣
　（7/26 ～ 8/2（8日間））中学生8名、引率者3名

　オーストラリア・グレンアイラ市小・中学生研修派遣
　（8/17 ～ 8/24（8日間））小中学生9名、引率者3名

　アメリカ・ビーバートン市、ユージーン市高校生研修派遣
　（10/14 ～ 10/22（9日間））高校生10名、引率者3名

≪フレンドリーシティ受入事業≫
　ベルギー・ナミュール市学生訪問団受入
　（10/30 ～ 11/4（6日間））高校生12名、引率者1名

　中国・邯鄲市学生訪問団受入　中止

≪地域国際交流事業≫
　親子ふれあい異文化交流会【全7回】
　（6/19 ～ 12/18、毎月第3日曜日）　
　参加者：計278名

　国際交流フェスティバル（元気ハツラツ市）(11/6)
　ステージ発表（ブラジル武術）

≪国際交流ボランティア活動推進事業≫
　日本語指導ボランティア講座
　1期（8/19 ～ 10/21【全8回】）　受講者：32名
　2期（12/14 ～ 2/5【全7回】）　受講者：21名
　講師：大垣市まちづくり推進課職員
　　　　日本語学校教師
 
　ボランティアの集い（3/20）

　外国人市民の日本語学習支援
・マンツーマン方式日本語学習支援
　（毎日（休館日を除く））　
　学習者数：146名（2月末現在）　
　ボランティア数：102名（2月末現在）
・外国人市民のための日本語教室
　基礎コース【全15回】１期：5～8月、2期：10～1月、
　会話コース【全5回】1期：8～9月、2期：1～2月
　受講者：計89名
・にほんごおしゃべりルーム（毎週日曜日）
・就学前外国人児童日本語等指導事業
　<大垣市受託事業>（11～ 3月）　参加者：36名

　外国人市民のための相談窓口の設置
・相談窓口（ポルトガル語、中国語、英語）
・行政書士による行政手続き相談会（毎月第1日曜日）
・ポルトガル語によるこころの相談（毎月第2日曜日）

　外国人市民のための行事・講座
・外国人市民のための日本文化講座
　和服体験（年13回実施）　参加者：29名
　浴衣体験（7/24）　参加者：19名
　琴・書道体験（2/19）　参加者：20名

・外国人市民のための浴衣着付け体験（8/25、8/26）
　参加者：計60名

・神輿体験 in十万石ふる里まつり
　（10/9）　
　参加者：21名

　ブラジル人等子弟日本語学習支援事業
・日本語指導者講師派遣（学校法人ＨＩＲO学園への派遣）
　（毎週火・金曜日）

≪外国語基礎会話講座≫
　英語基礎会話講座（10/9 ～ 11/27【全8回】）
　講師：加藤 ミリアム氏（英会話講師）　受講者：17名

　フランス語基礎会話講座（10/19 ～ 12/14【全8回】）
　講師：西部 美里氏（フランス語通訳）　受講者：13名

　ドイツ語基礎会話講座（1/12 ～ 3/23【全8回】）
　講師：山田 善久氏（岐阜経済大学教授）　受講者：5名

　韓国語基礎会話講座（1/12 ～ 3/2【全8回】）
　講師：兪 瑞香氏（韓国語講師）　受講者：7名

≪民間国際交流助成事業≫
　助成事業：5団体5事業

≪海外事情紹介事業≫
　多文化紹介講座
・ブラジル、ベトナム、バングラデシュの紹介(8/27)参加者：22名
・アメリカ、ネパール、フィリピンの紹介(1/21)参加者：21名

　海外研修派遣団員報告会
・小中学生派遣（11/19）参加者：48名
・高校生派遣（12/17）参加者：29名

≪国際相互理解事業≫
　事業記録写真等の展示
　（スイトピアセンターフレンドリーフロアにて）
・海外紹介（海外事情紹介ボランティアによるパネル展示）
・協会事業紹介（事業パネル展示）

　広報事業
・機関誌「フレンドリー」発行（9月、3月）
・ウェブサイトによる広報：随時更新中

【多文化共生事業】
≪外国人市民支援事業≫

平成28年度を振り返って平成28年度を振り返って

1

ジョージフォックス大学

コロンビア渓谷、マルトノマ滝では、僕が思っ
ていた以上に滝が大きく、迫力がありました。
また、上のほうへ上がると、さらに近くから滝を
眺めることができました。とても立派で、自然
の素晴らしさを感じました。マウントフッドに行
きました。とても高い山なので雪が積もってい
ました。久しぶりの雪に興奮ぎみの僕たちでし
たが、外に出ると、あまりにも寒かったのでみ
んなすぐに室内に戻りました。
オレゴンは本当に自然が豊かな地域で、自然
と街が共生して一体化しているといった印象
を受けました。オレゴン研修最終日にこのよう
な美しい自然をみることができてよかったと思
います。

箕浦　将也
（大垣北高校2年）豊田　萌

（大垣北高校2年）

キャンパスの中心にはジョージフォックス大学のシンボルと呼
ばれる大きな時計台があり、そのまわりでは、学生たちが友人
と会話していたり、待ち合わせをしていました。私たちの高校
にも大きな時計台があって、大垣北高校のシンボルともいわ
れているので共通点だと思いました。
実際に授業が行われている教室も見学させてもらいました。
そこでは、美術の授業が行われていました。実際に授業が始
まってみると、すべては理解できないものの、ところどころ理解
できることがありました。また、教授の一方的な授業ではなく、
学生もたまに発言したり質問したりしていて、高校訪問した時
のように積極的な雰囲気の授業でした。この経験は、将来留学
をはじめとする海外での生活を意識する大きなきっかけとなり
ました。

コロンビア渓谷、マルトノマ滝、マウントフッド

ビーバートン市 ユージーン市

10/14

10/15、10/16
10/17、10/18
10/19
10/20
10/21
10/22

子安　紗世
（大垣北高校2年）由井　香菜子

（大垣北高校2年）

▲警察署で手錠をかけられて… ▲オレゴン大学キャンパス

出発
ーー 日付変更線 ーー
到着後、ビーバートン市（市役所、警察署、NIKE本社）
その後ユージーン市へ移動
ホームステイプログラム
高校訪問（3校に分かれて訪問）
ジョージフォックス大学、ホームパーティー
コロンビア渓谷、マルトノマ滝、マウントフッド
オレゴン出発し、日本へ帰国
到着

▲デニー・ドイル市長（左から2人目）と記念撮影

市役所はとても明るい雰囲気で、デニー・ドイル市長
が温かく迎えてくださいました。市長は、ビーバート
ン市にはナイキ本社やIT関連企業が立地しているの
だと教えてくださり、後にナイキ本社の訪問を控え
た私たちは、さらに期待が高まりました。
次に、ビーバートン市警察を訪問しました。警察官の
ラムさんが、警察の装備やライフルを見せてくだ
さったり、施設内の案内をしてくださったりしました。
施設内では、実際に使われている留置場やオフィス
も見学することができました。さらに、ラムさんが私
たち全員に手錠をかけてしまい・・・なかなかできな
い貴重な経験でした。

▲ユージーン市役所

▲ビーバートン市役所にて

木が多くて、大きな川もあり、自然がとても豊かでした。街道
の両際に木が植えられており、10月に訪れたため、木が紅葉
していて落ち葉もおちていて景色がとてもきれいでした。
街やお店に行くと、みんな声をかけてくれ、自分が上手に聞き
取れなかったり、話せなかったりすると、ゆっくり話してくれて
「どこから来たの？」とか「何しに来たの？」と聞いてくれました。
本当にみんな親切で、気遣いをしてくれるとても良い街でした。
ユージーン市には大きくて立派なオレゴン大学があります。
多くのキャンパスがあり、緑も豊かで学習しやすそうな環境
でした。
私はホストマザーがオレゴン大学で教師をしていたので、大
学の授業を受けさせてもらうことができました。先生が生徒
に問いかける方式で、生徒は笑ったりしながら楽しそうに授業
を受けていました。

（10/14～10/22　高校生10名、引率者3名）
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【みなさまからの情報をお待ちしております】　個人や団体などの国際交流活動、海外での異文化体験など
の情報等ありましたら、事務局までお知らせください。また、ご意見、ご感想などありましたら、併せてお寄せください。

<ボランティア募集>
公益財団法人大垣国際交流協会（ＯＩＥＡ）では、
ホームステイ、日本文化紹介、通訳・翻訳、日本語
指導、企画・運営などの各ボランティアを随時募集
しております。
<賛助会員募集>
ＯＩＥＡでは国際交流に関心のある方、又ＯＩＥＡの
設立趣旨や活動をご理解のうえ、支援していただけ
る賛助会員制度を設けています。個人会員と団体
（法人）会員があり、ご賛同いただける方を広く募集
しています。
年会費（1口）は、個人会員：3,000円、団体会員：
10,000円です。詳しくは、下記までお問い合わせく
ださい。

ブラジル
中国
フィリピン
韓国又は朝鮮
ベトナム
ペルー
ネパール
アメリカ合衆国
カンボジア
インドネシア
タイ
スリランカ
ミャンマー
パキスタン
バングラデシュ
マレーシア

1,926
1,179
366
334
154
151
80
39
27
27
24
16
15
14
12
10

－32
－13
21
－9
32
－6
5
5
2
4
2
4
15
5
－3
0

イギリス
台湾
インド
カナダ
エジプト
ドミニカ共和国
ボリビア
コロンビア
ラオス
シンガポール
トルコ
アルゼンチン
オーストラリア
イタリア
モンゴル
ウクライナ

大垣市内在住外国人の国籍別人数表
総数：4,460人（9月号との比較 40人増）　
9月号と
の比較人数 9月号と

の比較人数 9月号と
の比較人数

※平成29年2月末現在

10
9
8
7
6
4
3
3
3
3
3
2
2
2
2
2

2
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
4

1
1
1
1
0
0
0
0
0
3
1
0
0
0
0
0

モルドバ
フィンランド
ドイツ
イラン
アイルランド
メキシコ
オランダ
ニュージーランド
パラグアイ
ルーマニア
スウェーデン
南アフリカ共和国
無国籍
総人口に占める割合

0
1
0
0
0
0
0
1
0
0
0
－1
－1
2.8%

平成２9年度　事業計画
【フレンドリーシティ派遣・受入事業】

　大垣市小・中学生研修派遣（中国・邯鄲市）（8月）
　大垣市中学生研修派遣（ベルギー・ナミュール市）（9月）
　大垣市高校生研修派遣（アメリカ・ビーバートン、ユージーン市）（10月）
　中国・邯鄲市学生訪問団受入（8月）
　ドイツ・シュツットガルト市学生訪問団受入（9月）　

【外国語基礎会話講座事業】
　英語基礎会話講座（10月）
　ポルトガル語基礎会話講座（10月）
　韓国語基礎会話講座（1月）
　中国語基礎会話講座（1月）

【海外事情紹介事業】
　海外研修派遣団員報告会（小中学生：11月、高校生：12月）
　多文化紹介講座（8月、1月）

【地域国際交流事業】
　子ども食文化体験教室（7月、9月、12月）
　国際交流フェスティバル 〈元気ハツラツ市〉（11月）

【国際交流ボランティア活動推進事業】
　日本語指導ボランティア講座（6月、9月、12月）
　ボランティアの集い（3月）

【民間国際交流助成事業】
　民間国際交流団体助成（随時）

【国際相互理解事業】
　事業記録写真等展示〈海外紹介、事業紹介〉（随時）
　機関誌「フレンドリー」発行（9月、3月）
　ホームページによる広報（http://www.i-oiea.jp）

【多文化共生事業】
　外国人市民の日本語学習支援
　・マンツーマン方式日本語学習支援（通年）
　・にほんごおしゃべりルーム（通年）
　・外国人市民のための日本語教室（5月、9月、10月、2月開講）
　・就学前外国人児童日本語等指導事業
　〈大垣市受託事業〉（12～3月）
　相談窓口開設
　・相談窓口開設＜ポルトガル語、中国語、英語＞（通年）
　・行政書士による行政手続き相談会（毎月第1日曜日）
　・ポルトガル語によるこころの相談（毎月第2日曜日）
　外国人市民のための日本文化講座（通年）
　外国人市民のための浴衣着付け体験（8月）
　外国人市民のためのお神輿体験（10月）
　ブラジル人子弟日本語学習支援事業
　・日本語指導者派遣（通年）

至関ヶ原 国道21号線（岐大バイパス）

養老鉄道室駅

●
大垣市役所

N

西
大
垣
駅

至岐阜

JR大垣駅

大垣駅から徒歩15分　大垣I.C.から車で20分

（公財）大垣国際交流協会事務局

スイトピア
センター

興文中

学習館
2階

図書館

文化
会館

こどもサイエンス
プラザ

立体
駐車場

興文中

駐車場 ロータリー

記念すべき、第１回アメリカ合衆国オレゴン州・ビーバートン市とユージーン市へ、高校生
の研修派遣が実施され、派遣団員は、それぞれに、課題と目標を掲げて出発しました。
アメリカでの体験が、将来の自分の夢に向けて拓けることを願って編集しました。
前号に掲載できなかった、ドイツ・シュツットガルト市派遣とオーストラリア・グレンアイラ
市派遣を掲載しました。小学生・中学生の派遣団員の笑顔が美しく、貴重な体験ができ
たようです。国際交流は、大垣市の重要施策になっております。益々、若い人を交え、国際
交流の理解が深まることを願っています。

編集後記

平成28年度を振り返って

ベルギー・ナミュール市学生訪問団受入ベルギー・ナミュール市学生訪問団受入 就学前外国人児童日本語等指導事業就学前外国人児童日本語等指導事業

外国語基礎会話講座外国語基礎会話講座 国際交流フェスティバル国際交流フェスティバル

地域国際交流事業地域国際交流事業

にほんごおしゃべりルームにほんごおしゃべりルーム

多文化紹介講座多文化紹介講座

日本語教室日本語教室

オーストラリア・グレンアイラ市小・中学生研修派遣オーストラリア・グレンアイラ市小・中学生研修派遣

アメリカ・ビーバートン市、ユージーン市高校生研修派遣アメリカ・ビーバートン市、ユージーン市高校生研修派遣

外国人市民のための神輿体験外国人市民のための神輿体験

外国人市民のための浴衣着付け体験外国人市民のための浴衣着付け体験

日本語指導ボランティア講座日本語指導ボランティア講座

ボランティアの集いボランティアの集い

外国人市民の日本文化講座外国人市民の日本文化講座

マンツーマン方式日本語学習支援マンツーマン方式日本語学習支援ドイツ・シュツットガルト市中学生研修派遣ドイツ・シュツットガルト市中学生研修派遣
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